
○石巻市震災伝承計画 概要版
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１．位置付けと役割 

本計画は、「石巻市震災復興基本計画」の理念に基づき、重

点プロジェクト「未来への伝承プロジェクト」に定めた内容

について、その具体的な事業推進を支えるものです。 

また、「震災遺構整備方針」を始めとする震災伝承事業の基

本的な考え方を示すものです。 

本計画は、震災伝承に関わる市民とともに、その時々の実

情を踏まえ、必要に応じて計画内容の見直しを行います。 

３．震災伝承の基本的な考え方 

（１）基本理念

本市では、東日本大震災で失われた多くのかけがえのない命を忘れ

ず、三陸沿岸で続いてきた「大地震、大津波、そして壊滅」という悲劇

の連鎖を断ち切るため、未来まで震災を伝えていく活動の基本理念を

以下に定めます。 

 

 

 

 

（２）具体的な施策を展開するための基本方針 

本市における震災伝承の課題を踏まえ、今後の具体的施策

を展開するため、６つの基本方針を定めます。 

なお、施策の展開にあたり必要となる費用については、復

興財源等を活用しながら進めていきます。 

① 継続的な資料の収集と利活用を推進します

② 震災（防災）に関する学習の機会を創出します

③ 国内外へ震災の経験と教訓を発信します

④ 慰霊・追悼の場を整備します

⑤ 伝承活動の場を整備します

⑥ 持続的活動を支える推進体制を構築します

２．震災伝承の現状と課題 

・東日本大震災前から、多くの地震や津波の被害を受け、震

災・防災関連教育が行われてきたものの、死者・行方不明

者３，６０１名という多くの命を失いました。

・時間の経過とともに防災意識が薄れていくことが危惧され

ています。 

① 収集した資料の利活用
○ 収集資料の活用方法・方針の決定、震災伝承活動への利活用

○ 個別に収集された資料・証言記録の集約及び利活用

② 震災（防災）学習の体制整備
○ 家庭、職場、地域で市民が防災を学び考える場を支える体制確立

○ 個人・団体による震災（防災）学習プログラムの持続性確保

③ 効果的な情報発信
○ 震災伝承関連情報を発信するためのプラットフォーム構築

○ 「防災週間」「みやぎ県民防災の日」「津波防災の日」等に際し

た情報発信

④ 慰霊・追悼の場の整備
○ 追悼施設の建設、慰霊碑の建立及び管理するための基盤整備

⑤ 震災伝承を支える拠点づくり
○ 震災遺構活用のあり方、伝承内容の検討

○ 祈念公園、震災遺構がある地区以外の被災地域の震災伝承の検討

⑥ 伝承活動に関わる多様な主体を支える仕組みづくり
○ 各地域の震災伝承活動をつなぎ、将来にわたり支える体制構築

○ 各震災伝承主体と学術機関等との連携

○ 東松島市、女川町をはじめとした他の被災地との連携

（本計画の位置付け） 

【復興の基本理念】 
１ 災害に強いまちづくり 

２ 産業・経済の再生 
３ 絆と協働の共鳴社会 
づくり 

旧門脇小学校校舎 

震災遺構整備方針 

石巻南浜津波 
復興祈念公園 
関連計画 

国 
宮城県 

石巻市 

震災伝承計画 

石巻市 

震災復興基本計画 

その他関連計画 

大川小学校旧校舎 

震災遺構整備方針 

４．震災伝承の実現化方策

（１）推進体制の検討方針

本市では、将来にわたり震災を伝えていくため、震災伝承活動

を継続的に支える専門性を持った組織・体制を検討していきま

す。

（推進体制のイメージ） 

（２）実現化プログラム（案）

本計画に基づき、継続的に組織づくりや具体的施策等に関す

る検討を進めていきます。 

（３）具体的施策の方向性

震災伝承活動

全般を担う 

中間支援組織 

石巻市 

国 

宮城県 

学術研

究機関 

組織化検討 

活動支援 

伝承活動・情報発信 

における連携・協力 

企業 

地域住

民 

NPO

等 

学校 

伝承活動・情報発信 

における連携・協力 

具体的活動・運営 

への参画・支援 

学術研究・情報発信

における連携・協力 

具体的活動・運営 

への参画・支援 

地域活動への 

協力・支援 

具体的活動・運営 

への参画・支援 

 

① 継続的な資料の収集と利活用の推進

○ 震災関連資料の収集・保存・利活用方針の検討

○ 震災に係る各種出版物の収集・保存・利活用方針の検討 など

② 震災（防災）学習のための教材等制作と学習機会の創出

○ 市民に向けた震災（防災）学習教材制作

○ 市内小中学校における防災教育の充実化 など

③ 国内外への震災の経験と教訓の発信

○ 震災伝承関連情報を発信するプラットフォームの構築に向けた検討

○ 震災（防災）関連情報の国内外への積極的な発信 など

④ 慰霊・追悼の場の整備

○ 市内各地の慰霊碑の整備（雄勝、北上、牡鹿地区）

○ 石巻南浜津波復興祈念公園内の慰霊・追悼の場の整備

○ 大川小学校旧校舎付近の慰霊・追悼エリアの整備 など

⑤ 伝承活動の場の整備

○ 旧門脇小学校の伝承拠点施設としての整備・管理運営

○ 震災遺構の整備・管理運営 など

⑥ 持続的活動を支える組織・体制構築

○ 震災伝承の取組を基盤とした新たな推進体制の検討 など

東日本大震災の最大の被災地である石巻市は、 

かけがえのない大切な命を守るため、 

震災の事実と教訓、復旧・復興への思いを、 

世代を超えて、地域を越えて、すべての人々へ伝え続けます 
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• 正面玄関を残すことにより、

「津波に依る被害」、「追悼・メ

モリアル」、「学校生活の記憶」

を伝承します。 

• 避難路となった北側の窓周辺

を保存することにより、校舎か

ら日和山へ避難し犠牲者が出

なかったことを伝えます。

• ３階までの保存により、南浜津

波復興祈念公園からの校舎の

景観に配慮します。

• 校舎２階の火災被害があった

東側部分と火災から免れた西

側部分を対比することで、火災

による被害を伝承します。

• 内部への立入りは行わず、本校

舎内へのカメラ設置による映

像での観察や外部から目視し

ます。

・隣接する石巻南浜津波復興祈念公園と日和山との連続性を保った「震災伝承エリア」の

主要施設として位置づけ、３階までの一部を保存します。
・複合被災とそこからの避難を

伝える場所として、以下の方

針で整備します。

①学校敷地の整備方針

・新門脇地区の周辺環境との調

和に配慮した植栽等での修景

・防災教育の場として来訪者を

迎え入れ、情報提供するため

の施設整備

②特別教室の整備方針

・震災・防災学習・研究、防災

訓練体験学習、資料公開、資

料保管のための施設への改

修・整備

③屋内運動場の整備方針

・地域活動、地域住民と見学者

の交流、子供の集まる場、運

動のための施設への改修・整

備

○石巻市震災遺構整備方針（旧門脇小学校校舎）

２ 本校舎の保存・整備方針 

１ 旧門脇小学校校舎の震災遺構整備方針 

建物保存範囲 建物保存ボリュームイメージ 

３ 本校舎以外に関する整備方針 

４ 事業スケジュール 

３階平面図 

（保存範囲と撤去部分） 

２階平面図 

（保存範囲と撤去部分） 

１階平面図 

（保存範囲と撤去部分） 

南側立面図（保存範囲と撤去部分） 

北側立面図（保存範囲と撤去部分） 

普通教室 保健室 普通教室 校長室 昇降口 

職
員
玄
関 

廊下 

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 

廊下 

ス
タ
ジ
オ

普通教室 普通教室 多目的室 普通教室 普通教室 

廊下 

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 

震災遺構 

検討会議 
 

基本設計 

実施設計 
 

整備工事  

新門脇土地 

区画整理事業 
  

石巻南浜津波 

復興祈念公園 

検討会議 

  
調査 

基本 

設計 

実施 

設計 

工事 

整備工事 ※H28 年度より住居建設開始 

実施設計 

整備工事 
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３）土地利用・施設配置のイメージ 

①本校舎以外の既存施設 

・プール、渡り廊下、体育館跡、屋外ステージなどの本校舎周辺の既存施設は極力手を入れず、現

状の姿を保存（存置）する。 

②その他 

・整備地区全体に桜を植栽する。 

・既存の慰霊碑、モニュメントは、移設する方向で調整する。 

・本校舎は、沿道から見えないように配慮し、ブラインドとなる施設や植樹などを整備・植樹する。 

・本校舎周辺は、侵入防止柵を設置し、立入りを制限する。 

・“緑に囲まれた静かな祈りの空間”については、立入りを制限し、花壇などを設置するとともに、

本校舎と仕切るための植栽などを行う。 

・本校舎東側の用地は、芝生広場や花畑などを含めて、今後、活用方法を検討する。 

・駐車場は、常時利用（舗装）と臨時利用（砂利等）の場所を確保する。 

・管理棟は、地域の震災伝承拠点となるよう、管理用の執務スペース、展示、レクチャーを行う多目

的スペース、トイレ、倉庫などの機能をもつ施設とする。 

○石巻市震災遺構整備方針（大川小学校旧校舎） 
 

２ 本校舎の保存・整備方針 

・校舎は、全体を保存することとし、周辺については、慰霊・追悼の場としての環境整備を

行います。 

・本校舎は、そのまま保存（存置）し、事故防止のため安全対策（柵など）を行います。 

・内部公開については、今後、建築基準法、消防法への対応やそれに伴う事業費などを含め

て、継続して検討します。 

１ 大川小学校旧校舎の震災遺構整備方針 

４ 事業スケジュール 
 

３ 本校舎以外に関する整備方針 

 

整備エリア全体に 

桜を植栽 

芝生広場、花畑等 

としての活用を検討 

沿道から見えない 

ように配慮 

花壇などを整備 

広場（慰霊碑、花壇の設置など） 

侵入防止柵を設置し、 

立入りを制限 

管理棟 

駐車場 

（舗装） 

臨時駐車場 

（砂利等） 

旧校舎 

プール 

体育館跡 
屋外 

ステージ 

芝生 

広場 

東屋 
１）土地利用の基本的な考え方 

○多くの犠牲者を悼む慰霊・鎮

魂と避難の重要性を忘れない

ための場所とします。 

ａ）本校舎や周辺施設などの既

存施設には極力手を入れず、

現状の姿を保存する。 

ｂ）校舎の周辺は、植栽や休憩

施設などの環境整備により、

心をつなぐ空間とする。 

ｃ）動線や施設配置に配慮し、

震災伝承と慰霊鎮魂の空間を

整備する。 

２）土地利用ゾーニング 

ａ）「震災伝承のための旧校舎」の空間と「緑に囲まれた

静かな祈り（慰霊・鎮魂）」の空間を配置する。 

ｂ）植栽により、両方の空間を仕切る。 

ｃ）来訪者のための駐車場や心をつなぐ空間を設ける。 

 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 

震災遺構 

検討会議 
     

基本設計 

実施設計 
     

整備工事      

 

 
検討会議 

   
調査 

 

基本 

設計 
実施 

設計 

 

１階平面図 ２階平面図 

校長室 
アッセンブリ 

ホール ステージ 

職員室 
保健室 

特殊 

教室 

家庭科室 

理科室 

視聴覚室 

音楽室 

普通教室 普通教室 

普通教室 普通教室 

プレイルーム 

玄
関 

玄
関
ホ
ー
ル 

アッセンブリ 

ホール 

普通 

教室 

普通 

教室 

 

普通 

教室 

資料室 

図工室 

ワーク 

スペース 

図書室 

普通 

教室 

普通 

教室 

普通 

教室 

 普通 

教室 

 

駐車場 
旧校舎 

緑の中で 

心をつなぐ 

空間 

旧校舎と祈りの空間とを 

仕切る植栽 

緑に囲まれた 

静かな祈りの空間 

 工事 
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